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従属変数：クリック回数 B Robust S.E.
切片 1.18 0.55 *
性別（男性ダミー） 0.34 0.17 *
年齢 -0.01 0.01 †
学歴（大卒ダミー） 0.04 0.17
職業（ホワイトカラーダミー） -0.48 0.17 **
婚姻状況（既婚ダミー） -0.20 0.18
収入 0.00 0.00
一般的信頼感（6項目平均） 0.43 0.18 *
地域活動活発度（5項目平均） 0.22 0.12 †
地域親密度（8項目平均） -0.16 0.14
参加組織数 0.13 0.06 *
ハードル（クリック回数≠0）
切片 -0.72 0.26 **
一般的信頼感（6項目平均） 0.23 0.10 *
地域活動活発度（5項目平均） 0.01 0.07
地域親密度（8項目平均） 0.28 0.09 **
参加組織数 -0.04 0.04
切片（ln sigma） 0.57 0.03 ***
Wald χ 2 ***
Pseudo R 2








































（e.g., Putnam 1993、Halstead & Deller 2015）
理論的研究の他に実践を目的として、さまざまな技法
による測定が行われている
 社会調査：比較的多数のサンプルを用いて信頼感、地域社活動
への参加度などの「意識」を測定する
 経済実験：信頼ゲームなどの枠組みにおける被験者の分配
「行動」を測定する
 ボタンクリック回数と（既存の意識的）社会関係資本指標の変数の間には関連があるという結果
 「ボタンクリックをする/しない」というハードルに対しては、「一般的信頼感」と「地域親密度」に正の効果があった
 「クリック回数」については、 「一般的信頼感」、「地域活動活発度」、「参加組織数」との間に正の効果があった
➡モデルのフィットはさほど良くないが、意識的指標では行動的指標の全てを説明できないとする知見を支持
意識と行動の両側面を測定す
ることで、併存的妥当性が向
上する可能性を示唆
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